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26
日
に
図

書
館
前
で

教
職
員
も
た
つ

国
会
の
解
散
を
要
求
す
る
学
生
、
教
職
員
の
京
大
全
学
大
会
が
二
十
六
日
の
昼
休
み
に
図
書
館
前
広
場
で
開
か
れ
る
。
二
十
四

日
の
学
部
髪

譲

で
・
奉

院
学
生
懇
談
会
と
同
学
会
共
催
の
形
で
開
催
が
許
可
さ
れ
た
が
、
職
組
.生
協
.
教
碧

志
も
協

賛
の
形
で
参
加
、
実
際
上
は
五
者
が
共
同
で
躍
備
を
進
め
て
お
り
、
京
大
史
上
最
初
の
学
生
、
教
職
員
の
一丸
と
な
つ
た
画
期

的
な
大
会
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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大
饒
傘
同
学
会
嚢

職
組
.生

藪
職
髪
畿
員
と
す
る
職
組
が
声

一

協
・教
授
有
志
協
賛で
開
か
れ
る
が
、

催
団
体
に
名
扉連
魚
ると
、
外
都
から

実
瞭
の準
備
、呼
び
か
け
は
五
者
共
同

政
治
活
動
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
学
内
一で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一

間
題
と
し
て
と
ど
ま
ら
な
く
な
る
お
そ

れ
も
あ
る
か
ら
、
同
学
会
と
大
学
院
会

鑓錨
都翻
轟
認
薙
種

参
加
呼
び
か
け
の
ビ
ラ
68客
方
面
に

配
布
し
、
立
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
、宣

伝
力
1
な
ど
で
も
呼
び
か
け
る
こ
と

を
決
め
た。
同
学
会
は
ク
ラ
ス
、
ゼ

ミで
、大
学院
会
で
は
各
教
室
で
、

職
組
は
各
羅

の
職
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組織
員
の
罰
議
を
深
め
る
方

勤

ま
た
.請
願
署
名
の
発
起
人
会
は

二
十
四
日
午
後
会
合
㌘
開
き
、
世
話

人
会
の
名
で
大
会
ヘメ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
く
るこ
と
と
、請
願
に
署
名
し
た

教
官
や他
の教
官
に
個
人
の
資
格
で

の
参
加を
積
極
的
に呼
び
か
け
る
こ

と
を
決
め
た
。
ま
た
同
学
会
や
犬
学

院
会
で
は
同
時
に
学
都
、
教
蟻
毎
に

教
胃
厨
へ参
加
を
働
ら
き
か
け
る
、

参
加
す
る
.
学
内の
盛
り
上
り
い
か

ん
に
よ
って
は
食
堂
も
一時
休
ん
で

琢
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れて
い

る。
宇
治
分
校
か
ら
も
バ
ス
数
台で

参
加
す
る
。

す
で
に
経
済
学
部
の
出
口
、
岡
蔀
教
授

法
学
部
の
杉
村
、
宮
内
教
授
、
人
文
科

研
の
貝
塚
教
授
ら
多
数
の
教
官
が
参
加

の
意
向
を
示
し
て
お
り
、
理
学
部
、
経

済
学部
で
は
大半
の
教官
が
、女
学部

で
も
か
な
り
の
教
官
が
参
加
す
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
、

大
会
は
図
轡
館
前
広
場
(雨
の
場
合

は
法
経
第
一教
璽
)
で
開
か
れ
、
大

学
院
会
と
同
学
会
か
ら
議
長
団
が
選

ば
れ
る
.
ス
ロー
ガ
ン
と
し
て
は
、

①
国
会
の即
時
解
散
を
要
求
す
る。

②
十
九
日
の
岸自
民
党
内閣
の暴
挙

に
抗
議
す
る
。
③
会
期
姓
長
と
新
安

保
単
独
採
決
は
無
効
で
あ
る
。
の
三

つ
が
、付
帯
決
議
と
し
て
、①
ア
イ
ク

の
訪
日
を
歓
迎
し
な
い
。
②
ア
メ
リ

ま
た
毒

三
時
か
客
売
噴
食
嚢

会
は
初
め
て
の
。
ので
あ
り

鴛

難

難

鋒

聾

店
か
閉
め
て
で
き
る
か
ぎ
り
多
数
が

"大
会

の

成
功

を
召

各
関
係
者
の
話

貝
塚
茂
樹

人
文
科

研
教

授
こ
の
ま
え
の
国
会
請願
層名
に
も
予

想
以
上
の
多
数
の
教
宮
が
塀
名
さ
れ
た

が
、
こ
の
画
朋
的
な
大
会
に
も
沢
山
の

方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
准
期
待
し
た

い
。
学
老
と
し
て
の
立
場
か
ら
い
ま
の

事
態
を
根
本
的
に
検
討
し
、
学
看
ら
し

い
、
学
生
ら
し
い雰
囲
気
を
失
わ
な
い

よ
う
に
し
て
、
こ
の
大
会を
成
功
さ
せ

た
い。
宮
内
裕
法
学
部
教
授

ぼ
く
た
ち
が
請
願
し
た
こ
と
が
非
民

主
主
義
的
な
や
り
方
で
無
視
さ
れ
た
こ

葦

激
・
・
璽

筆

そ
の

簿
講懲
灘
禦

翻
魏
は礪
簗
雑
聲

が
用
意
さ
れ
て
い
る。

こ
の
大
会
の
あ
と
、
同
学
会
の
学
生
は

二
時
か
ら
円
山
で
開
か
れ
る
全
学
連
統

一行
動
の
府
学
連
学
生
集
会
に
デ
モ
で

参
加
す
る
.
こ
れ
ま
で
、
京
大
で
は
各

組
織
で
の
全
学
集
会
は
数
多
く
も
た
れ

た
が
、
京
大
全
関
係
者
が
参
加
す
る
全
、
各

方
面
に
多
大
の
反
響
を
よび
起
す
も
の

とみ
られ
て
い
る。

　
カ

ホ
　

藩
灘

る
。
五
者
共
闘
と
い
う
前
進
し
た
形
で

今
後
の
闘争
を
も
り
あ
げ
て
い
く
の

は
、
こう
いう
時
にあ
た
って
画
期
的

な
こ
と
だ
。食
堂
や
、
売
店
を
利
用
す

る
、
生
協
組
命
員
に
と
っ
て
、
貿
易
自

由
化
と
密接
に
む
す
び
つ
い
て
、
消
費

生
活
を
破
壊
す
る
役
わ
り
を
に
な
う
新

安
保
条
約
は
、
ど
う
し
て
も
廃
案
に
も

って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
いも
の
だ

と
思う
。
野
村

秀
和
氏

(経
済
学
部
大
学
院
博
士
課
程
一回
生
)

自
畏
党
の
暴
挙
と
い
う
新
し
い
事
態
に

気
持
を
こ
う
い
う
集
会
で
抗
議
す
る
こ

と
が
、
請
願
し
た
者
の
蛯
務
だ
と
思

う
。
集
会
を
ぜ
ひ
成
甥
さ
ぜた
い。

麟
絃
轟
劉

を
、
あ
の
よ
つな
自
民
党
の
独
裁
的
な
一

や
り
方
で
決
定
し
た
の
に
は
、
京
大
全
曹

ロ

学
を
あ
げ
て
抗
議
ず
べき
だ
。
私
は
知

一識
人
の
立
場
と
し
て
、
抗
議
週
渤
に
参

加
す
る
。
二
十
六
日
の大
会
は
、先
ず

一齋

大
学
内
の楽
肇

図
。点
で

・意
義
が
あ
る。
政
府
に
対
す
る
抗
議
は

一今後
も
巾
昏

・
長
く
続
け
る
必
要
が

ポ
る
こ
と
姦

調
晃

い
。

応
じ
て
、
京
大
で
の
圃
期
的
な
催
し
で

あ
る
、
全
学
大
会
を
企
画
し
た
わ
け
だ

形
式
的
に
は
、
教
授
、
学
生
な
ど
五

者
共
催
に
な
ら
な
か
った
の
は
残
念

で
あ
るが
、
雲
質
的
に
は
、
京大
で
初

め
て
挙
学
一致
の
態
勢
が
で
き
た
の

は
、
今
後
の
京
大
の民
主
主
義擁
護
運

動
に
、
新
し
い
一頁
を
か
ざ
る
も
の
だ

だ
う
。野

口

修

君

(同
学
会
委
長
員
・文
四
)

こ
れ
ま
で
、
京
大
で
学
生
が
中
心
に
新

,安
保
反
対
の
還
動
を
す
す
め
て
き
た
わ

け
だ
が
、
こ
ん
ど
、
教
官
を
含
め
た
五

者
共闘
が
実現
し
た
のは
大き
な意
義

があ
る、
私
た
ちが
、
つづ
けて
きた

努
力
が
、
こ
う
い
う
圃
期
的
な
形
で
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
う
れ

し
い
こ
と
鷲

、
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